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世界農業遺産「能登の里山里海」を構成する来訪神行事（アマメハギ・面様年頭・

アエノコト）の令和６年能登半島地震発生後における受容および情報発信の実態 

小川晴叶・河本大地 

  

Ⅰ．はじめに 

１） 研究の背景と目的 

本研究の目的は、世界農業遺産「能登の里山里海」

として価値づけられてきた地域資源のうち奥能登地

域の来訪神行事（アマメハギ・面
め ん

様
さ ま

年頭
ね ん と う

・アエノコ

ト）に対するさまざまな思いや見方の特徴を、令和

6年能登半島地震（2024年1月1 日）発生後のX（旧

ツイッター）上での表現から明らかにすることであ

る。12月から3月にかけて奥能登で実施される来訪

神行事群は、2024年には実施時期が地震発生と近い

ことから震災の影響を強く受けた。本稿は、河本

（2024）に続くものであり、地震発生後のXの投稿

やウェブ上の記事から、奥能登の来訪神行事の受容

および情報発信の実態を分析する。 

「能登の里山里海」は、2011年 6月に日本で初め

て認定された世界農業遺産のひとつである。石川県

能登地域の4市5町（七尾市、輪島市、珠洲市、羽

咋市、志賀町、中能登町、穴水町、能登町、宝達志

水町）で構成されている（第1図の奥能登・中能登・

口能登の範囲）。世界農業遺産は、2002 年に国連食

糧農業機関（FAO）が世界的に重要な農業地域を未来

へ引き継いでいくことを目的に実施している事業で

あり、伝統的な農林漁法、伝統技術、農村文化や景

観、生物多様性などを構成要素とした「地域システ

ム」の保全が目指されている。英語では”Globally 

Important Agricultural Heritage Systems”であ

り、GIAHS（ジアス）という略称が用いられることも

ある。2024年 10月 7日現在、世界で28か国の8地

域（そのうち日本は15地域）が認定されている。 

第１表に「能登の里山里海」の主な構成資源を示

す。 

 

第１図 能登半島の通俗的な地域区分 

一般社団法人能登半島広域観光協会（2022）をもとに小川が作成。 

 

第１表 「能登の里山里海」の主な構成資源 

 
河本（2024）に掲載した検索語の一部を変更して河本が作成。 
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２） 研究対象地域と方法 

研究対象の地域は、珠洲市・輪島市・能登町・穴

水町であり、これらの市町村が位置する能登半島の

先端部は総じて「奥能登」と言われる。奥能登には、

この地には来訪神行事が伝承されており、「能登の里

山里海」を構成する重要な文化・祭礼として価値づ

けられている（第 1 表）。本稿で扱う「アマメハギ」

「アエノコト」「面様年頭」という三つの名称は奥能

登に伝承されている来訪神行事の通称である（第 2

図）。 

世界農業遺産「能登の里山里海」として価値づけ

られてきた来訪神行事を指す単語（第 1 表）が、令

和 6 年能登半島地震発生後の 2 か月間に SNS のひ

とつである X（エックス、旧称 Twitter）上でどのよ

うに表現されてきたかを確認する。アマメハギ（あ

まめはぎ）の投稿に関しては、水木しげるの作品内

の「アマメハギ」以外の文脈（地域や地震、来訪神

行事等）を有さないものは本稿の収集対象から除外

している。 

本稿ではこのうち 1 月・２月分を対象とする。こ

れらをテキストマイニング分析ツールである「KH 

Coder」にかけ、要素間の対応関係の分析や、文章中

に共起している語のパターンを共起ネットワーク図

として図示する共起ネットワーク分析をおこなう。

その際、強制抽出する語として「石川」「能登」「能

登半島」「輪島」等の地名と、「あまめはぎ」「アマメ

ハギ」「なまはげ」「ナマハゲ」「ナモミ」「スネカ」

等の来訪神の呼称を設定した。標準状態で分析にか

けると、これらの語が人名として扱われたり、一部

の文字だけで抽出されたりするためである。 

 

第２図 能登の里山里海に含まれる来訪神行事 

小川作成。 

 

Ⅱ．対象地域の来訪神行事 

「来訪神」については、学術的な定義として確立

されたものがあるとは言えない。本稿では『精選 日

本民俗辞典』の「まれびと」の説明を参考に、来訪

神の定義を「存在発生当時には到達できなかった空

間（海の彼方や山の奥、天空等）である異界から、

時を定めて人里に来訪する神々のうち、人々に幸福

と豊穣を与えに来るもの」とする。有名な来訪神と

して、岡本太郎によって有名になったナマハゲが挙

げられる。ナマハゲについては、来訪神の定義に即

した特徴ではない、子どもを叱りつける特徴がよく

知られている。来訪神行事において、人間が仮面や

衣装を身に着けて人外に扮することで、ナマハゲの

ように来訪神が可視化されることが多い。一方、少

数ではあるものの本稿で取り上げるアエノコトのよ

うに来訪神の可視化がなされないものもある。第２

表に即して、三種類の奥能登の来訪神の概要を説明

する。 

 

第２表 来訪神行事の基本情報 

 

青山（2018）、中村ほか（2012）、菅根（2024）を参考に小川

が作成。 

 

アマメハギの実態については青山（2018）に詳し

い。「アマメハギ」は来訪神行事と来訪神の双方とも

を指す言葉である。「アマメ」は、囲炉裏に長時間あ

たっているとできる赤い胼胝（たこ）を指す。「アマ

メハギ」は「アマメ剥ぎ」のことであり、囲炉裏に

長くあたっているような怠け者を懲らしめにくる存

在である。この特徴はナマハゲと同じであり、語源

も同じである。アマメハギにおいて注意すべきこと
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は、実施地域による内容・仮装者の違いである。輪

島市の七浦（しずら）地区（皆月、五十洲）では20

～38歳の成人男性が仮装するが、能登町では小学生

あたりの子どもが仮装する。能登町のアマメハギで

は、仮装した子どもたちが家々を巡り、年齢を問わ

ず怠け者を戒める。アマメハギはこのように仮装者

と実施される地区・市町村の住人が揃ってはじめて

成立する来訪神行事である。 

次に、アエノコトの説明をする。2018年にアマメ

ハギ・面様年頭を含む「来訪神：仮面・仮装の神々」

がユネスコの無形文化遺産に登録されたが、アエノ

コトは先んじて 2009 年にユネスコの無形文化遺産

に単独で登録された来訪神行事である。アエノコト

は来訪神行事であり、農耕儀礼でもある。したがっ

て、来訪神は田の神様であり、行事を担うのは稲作

従事者である。アエノコトでは、稲作従事者の家の

主人が目に見えない田の神をもてなすという形式で

実施されるため、仮装者はいない。主人は田の神を

風呂に案内した後に、田の神を料理でもてなす。田

の神が座るゴザを敷き、手前に料理を並べる。お米

を用いた料理だけでなく、魚・野菜を主とした料理

も並べられる。主人は田の神に口上を述べて料理を

一品一品説明していく。その後、田に行けるように

なってから主人が榊に宿った田の神を田圃に送り出

す。これが大まかなアエノコトの実施行程である。 

饗応に必要な食品・食器を供給する奥能登の畑作・

漁業従事者や輪島塗職人もアエノコトに間接的に関

わっているが、当日のアエノコトの運営は稲作に従

事する家の主人によってのみ成立する。奥能登内外

からアエノコトを見に来る人は多いが、当日のアエ

ノコトの運営に他人は基本関与しない。アエノコト

はアマメハギ・面様年頭とは異なり、地域の住人を

巻き込む行事ではない。アエノコトは、無形文化遺

産や世界農業遺産によって価値づけがなされている

にも関わらず、各家の個人的な伝統行事から国・地

域で守っていくべき伝統行事になりきれていないの

である。このことが、令和6年能登半島地震発生後

の報道機関の情報発信の内容に如実に表れている。

アエノコトの儀式についての説明は中村ほか（2012）

を参考にした。 

 

写真１ 山の神さまをお迎えする「アエノコト」

が始まります。 

 

写真２ 奥能登に伝承されている農耕儀礼アエノ

コトは、家で冬の間休まれた田の神様を、仕事へ送

り出す祭。写真は送り出し風景。かんじきかスキー

板を履いて田に向かっています。 

 

写真３ 奥能登・輪島市三井町市ノ坂の農耕儀礼ア

エノコト。田の神様は、お仕事に就かれました。五

穀豊穣で、皆が幸せを感じられる年になりますよう

に。 
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写真1・2・3は、輪島市三井町市ノ坂で「土地に

根ざした学びの場」として活動してきた「まるやま

組」が行うアエノコトに河本が参加した際のもので

ある（いずれも2012年2月26日に撮影）。各写真の

タイトルは、河本が当日、Instagram に投稿した内

容である。 

面様年頭はアマメハギの一種ではあるが、アマメ

ハギよりもアエノコトに近い来訪神行事である。実

施地域は輪島市内の輪島崎町・河井町であり、仮装

者は輪島崎町では男子小学生、河井町では成人とな

っている。二人組の面様が各町の神社から出発し、

氏子の家々を来訪して周る。家の主人は家に挙げた

面様に年賀の挨拶を行い、初穂を差し上げる（図8）。

このように、面様年頭はアエノコトのように来訪神

をもてなす行事だが、仮装者と実施される地区・市

町村の住人が揃ってはじめて成立する点はアマメハ

ギと同様である。面様年頭は厄を払うだけでなく豊

漁を祈る行事でもあるため、アエノコトのように産

業に密接に関わっているという特徴を持つ。つまり、

アマメハギのように来訪神が可視化されている地域

ぐるみの行事である一方で、実施の形式や目的がア

エノコトと似た来訪神行事が面様年頭なのである。

面様年頭の説明は菅根（2024）を参考にした。 

 

Ⅲ．来訪神行事の受容・情報発信の実態分析 

本章では、三種類の来訪神行事の受容と情報発信

の実態を分析する。 

 

１） X上での受容実態 

第３図は、1・2月中で各来訪神行事の名称を含む

X 上の投稿数をグラフ化したものである。面様年頭

の投稿数が最も少なく、アマメハギの投稿数が、次

ぐアエノコトの投稿数の二倍強である。 

筆者らは、アマメハギの投稿数の高さの理由を調

べるために、期間内のアマメハギの投稿をテキスト

マイニング分析ツールである KH Coder にかけた。

そして、頻出語と掲載日との対応関係を分析する第

４図を作成した。なお、同様に共起ネットワークの

図も作成したが、新たに分かることが無かったため

割愛する。 

第３図 各来訪神行事のX上の投稿数 

集計結果を基に小川が作成。 

 

第 4図では、原点（0,0）に近い程全体的に分布す

る頻出語であり、原点から離れる程偏在的に分布す

る頻出語であることを示している。筆者のひとりで

ある小川は、主に右上の部分に注目した。右端の中

央部には妖怪という言葉が見られ、右上には令和 6

年能登半島地震に関する言葉が集中している。これ

ら二つのまとまりの中にみられる語は、横軸縦軸方

向に±1 に収まる程度に分布しており、頻出語全体

では比較的全体的に分布する。 

 

２） アマメハギの投稿の変遷 

アマメハギは他二種類の来訪神が有していない受

容の側面がある。それは妖怪の側面である。アマメ

ハギが妖怪として受容されていく発端は、水木しげ

る氏が 1960 年代から週刊少年マガジンで執筆し始

めた『ゲゲゲの鬼太郎』と付随する妖怪図鑑である。

第17話「コマ妖怪」において、北陸に生息している

中年男性の姿をした妖怪として描かれた。この作品

のアマメハギはコマを回すという関係の無い特徴を

付与されながらも、子どもの足の皮を食べるという

元来のアマメハギを仄めかす嗜好も付与された。ま

た、ゲゲゲの鬼太郎の作品群として子ども向けに制

作された妖怪図鑑では、来訪神や行事の要素を抜い

たうえで、アマメハギを子どもの足の皮を年末の夜

に剥ぎに来る妖怪として紹介している（水木 

2004a）。「コマ妖怪」は1960～2000年代にかけて、

『ゲゲゲの鬼太郎』において別パターンで4回アニ

メ放送されていた。したがって、来訪神行事の要素

は捨象されているものの、子ども時代にテレビアニ
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メでアマメハギの存在を知る機会があったのである。 

地震発生後にX上で初めて投稿されたアマメハギ

に関するツイートは、妖怪としてのアマメハギを紹

介し、被災地に応援を送る旨の詩月七夜氏によるも

のだった。その後1月8日に、人間社会に溶け込む

妖怪たちを描く夜風さらら氏が七浦地区のアマメハ

ギを描いた4コマ漫画を掲載し、多くの人の目に触

れることとなった。このように、アマメハギの投稿

は妖怪の有識者によってなされたのである。しかし、

その後は能登半島の伝統文化としてアマメハギを扱

う投稿が増加し始めた。そして1月22日に産経新 

聞がアマメハギの情報をWEB上で発信したことを

皮切りに、報道機関のネット記事を引用した投稿が

増加した。総じて、アマメハギの投稿は第3表のよ

うな変遷を辿ったのである。 

アマメハギの投稿が他と比べて多い理由は、妖怪

の有識者の投稿があったことと報道機関のネット記

事の引用投稿が多かったことが考えられる。 

 

３） Xとネット記事での情報発信の実態 

次に、来訪神行事の被災状況や開催の可否に関す

る情報発信について論じる。後述する内容の概略と 

 

第４図 アマメハギの投稿における頻出語と掲載日との対応関係 

集計結果を基に小川が作成。 



- 132 - 

来訪神の基本知識を第4表に概ね載せているの

で、適宜参照してほしい。初めに「行事関係者」の 

 

第３表 アマメハギの投稿の変遷 

 

集計結果を基に小川が作成。 

定義を断っておくが、本稿の「行事関係者」とは来

訪神行事の開催に不可欠な人々のことである。アマ

メハギとアエノコトを例に具体的に説明する。アマ

メハギの行事関係者に仮装者は当然含まれるだろう。

しかし、仮装者だけではアマメハギは成り立たない。

アマメハギに来訪される家々、即ち開催地区の住人

なしでアマメハギは成立しえない。アエノコトはど

うだろうか。来訪神に来訪される家は行事の運営を

行う主人の家ただ一つである。したがって、行事関

係者は多く見積もっても主人の世帯家族に収まる。 

 

 

第４表 来訪神行事の情報発信の実態 

青山（2018）、中村ほか（2012）、菅根（2024）、その他報道機関のネット記事、重蔵神社のツイートを参考に小川作成。 

 

第５表 報道機関によるネット上のアマメハギの情報発信 

上記のネット記事を基に小川が作成。 
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第６表 報道機関によるネット上のアエノコトの情報発信 

上記のネット記事を基に小川が作成。 

 

震災発生直後の二か月間のX上の投稿を調べたが、

行事関係者と考えられる人物からの情報発信は、三

つの行事全てにおいて皆無だった。特に面様年頭に

ついては興味深いことが分かった。面様年頭は三つ

の中で唯一X上でも記事でも情報発信がされなかっ

た来訪神行事である反面、三つの中で唯一X上に行

事関係者が明確に存在する来訪神行事でもある。そ

の行事関係者とは河井町の面様年頭を神事に位置

づけている重蔵神社である。重蔵神社は壊滅的な被

害を受けたにも関わらず、地震発生日の翌日から支

援物資配給や炊き出し活動を行い、1 月 5 日から X

上で活動情報の周知を行っていた。面様年頭を毎年

執り行う 1 月 14 日にも、重蔵神社アカウントは同

様に活動周知の投稿を挙げており、多忙であったこ

とが伺われる。地震発生後に初めて投稿された神事

は2月3日の豆まき（追儺祭）であったこともあり、

面様年頭は執り行われなかったと考えられる。面様

年頭を含め、神事の不実施に関する投稿がされてい

なかった（8月18日時点）のは、被災地へ発信する

情報の中でもこれらの情報の優先順位を低く判断

したからだろう。 

アマメハギの情報発信には地域差が出た。第５表

を見ると、確認できたネット記事全てが能登町のア

マメハギのみに焦点を当てていることが分かる。輪

島市内の七浦地区のアマメハギは1月2日に行われ

るようになった（青山 2018）ので、七浦地区のア

マメハギも震災の影響が及んでいるはずである。 

アエノコトの情報発信はアマメハギより盛んに

行われ（第６表）、他の二種類と異なり3月～5月に

もなされていた。アエノコトもアマメハギも開催予

定日にネット記事の掲載が集中している（第５表・

第６表）。能登町のアマメハギと奥能登のアエノコ

トは報道機関による情報発信があるため、X 上で行

事関係者が個人的に情報発信する必要が無かった

と考えられる。 

来訪神行事に関するネット上での情報発信は地

震発生直後の3週間以降に始まり、この3週間中に

開催予定だった面様年頭と七浦地区のアマメハギ

については触れられることは無かった。 

 

Ⅳ．おわりに 

X 上の来訪神行事の投稿数は認知度に比例し、ネ

ット記事の掲載がXの投稿に影響を与えた。奥能登

の来訪神行事は他の被災した行事や被災地の情報

に比べて、情報発信の優先順位が必ずしも低く評価

されている訳ではなかったが、行事関係者の個人的

な情報発信は皆無であり、情報発信は報道機関に委

ねられた。報道機関の情報発信も、開催日がまだ訪

れていない来訪神行事に限って地震発生から3週間

後に行われ始めた。アエノコト・面様年頭に関して

は、行事関係者によって、伝統行事の中止や行く末

に関する投稿が 1 月 1 日からなされていた。他方、

アマメハギについては、地震発生後の早い段階から

妖怪に関する有識者によって被災地と来訪神行事

に関する投稿がなされていた。 

本稿で扱った内容について、より普遍的な結果を

得るためには、分析対象のSNSを増やすことや、似

た条件の別事例を比較研究することが必要になる

だろう。また、より地誌学的に研究を進めるならば

現地に出向いて、運営の経験者・開催地域の住人に

インタビューをして事実確認を行う必要があると

考える。これらは今後の課題としたい。 

 

付記 

 本稿は、河本が 2024 年度前期に担当した大阪公
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立大学文学部「地理学特講B」において、河本（2024）

の内容とその後の動きに関心をもった小川が中心

となり、河本とともに執筆したものです。本稿の骨

子は、2024 年 8 月4 日の2024年度兵庫地理学協

会夏季大会（於： 神戸学院大学有瀬キャンパス（神

戸市西区））において発表しました。コメントを頂戴

しました皆様に厚くお礼申し上げます。 
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